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有关生活信息请査阅江东区主页。其刊载内容能用翻译软件同时阅览。

코토구(江東區) 홈페이지의 게재 정보는 동시 번역으로 보실 수 있습니다. 생활을 위한 정보등은 이쪽을 봐 주십시오.

こうとう区報では、本文の文字に見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

えこっくるアニバーサリー月間
えこっくる江東は2月に開館7周

年を迎えます。多くの方に来館い

ただいた感謝の気持ちをこめて2

月をアニバーサリー月間として、

展示学習をした方にエコキッズポ

イントをワンポイント、学習プロ

グラムに参加した方にはプラスワ

ンポイントをプレゼントします。

2／16(日)には｢7周年えこっくるま

つり｣を開催します。工作や体験

など、さまざまなブースをご用意

しています。詳細は区報等でお知

らせします▢時 ▢内 下表のとおり
▢場 えこっくる江東(潮見1-29-7)
▢申 ｢すごろくでエコを学ぼう｣は
直接会場へ、その他は1／15(水)9：

00から電話でえこっくる江東☎

3644-7130

�
月

筆記用具、
帽子、雨具、
防虫・虫
さされ薬
など

500円
(1回目に
徴収)

持ち物費用事業名

採集道具を作って、自
宅近くの土の中にどん
な生き物がいるかを顕
微鏡等を使い観察しま
す。大人1人での参加
も可能です。

内容

1,900円

ガリレオが宇宙を観察
したものと同程度の望
遠鏡を工作し、星のお
話を聴いた後にみんな
で夜空を眺めます▢師
皆川敏春(星のソムリ
エ)

2／23(日)
15：30〜18：30

望遠鏡工
作と観望
会

2／22(土)
13：30〜16：00

すごろく
でエコを
学ぼう！

小はさみ、
三角きん、
作品の持
ち帰り用
袋

700円

繰り返し使える綿で角
丸茶室座布団(45×
45cm)を作ります。
綿が布団になる楽しい
体験です。

2／22(土)
13：30〜16：00

角丸茶室
座布団作
り

筆記用具、
ぞうきん
等

特に記載のない事業は、対象者以外の方(乳幼児等)の入室(参加)はできません。

2／2(日)
13：00〜15：30

土の中の
生き物を
のぞいて
みよう

なし無料

2／1(土)
13：00〜16：30

部屋いっぱいに広げた
すごろくで、人が駒に
なってすすむエコゲー
ムです。高得点を目指
してみんなでチャレン
ジしよう。

日程

どなたでも15
人(申込順、小
学生以下は保
護者同伴)

16歳以上
15人(申込順)

どなたでも20
人(先着順で自
由参加、未就
学児は保護者
同伴、幼児同
伴可)

小学3年生以上
10人(申込順)

対象

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
追
跡
調
査
！

皆
さ
ん
が
普
段
分
別
し
て
出
さ

れ
て
い
る
資
源
が
︑
ど
こ
に
行
っ

て
何
に
な
っ
て
い
る
か
ご
存
じ
で

す
か
？
今
回
は
︑
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
ゆ
く
え
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て

見
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
は
身
近
な

と
こ
ろ
に

普
段
何
気
な
く
使
用
し
て
い
る

製
品
も
リ
サ
イ
ク
ル
で
作
ら
れ
た

も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
集
ま
っ

た
資
源
は
有
効
利
用
さ
れ
る
こ
と

を
思
い
出
し
て
︑
今
後
も
分
別
排

出
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

次
回
は
い
よ
い
よ
最
終
回
！

﹁
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
ひ
と
り
ひ

と
り
が
で
き
る
こ
と
﹂
で
す
︒

▢問
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課
清
掃
リ

サ
イ
ク
ル
係

☎
(
�
�
�
�
)


�
�
�

集
め
た
資
源
は
ど
こ
に
行
く
の
？
何
に
な
る
の
？

地
震
︑
水
害
等
の
自
然
災
害
時
に

発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
か
ら

自
社
を
守
る
た
め
の
事
業
継
続
計
画

︵
Ｂ
Ｃ
Ｐ
︶
の
策
定
に
つ
い
て
学
ぶ

セ
ミ
ナ
ー
で
す
︒
災
害
や
戦
争
を
乗

り
越
え
た
老
舗
企
業
の
事
例
を
ふ
ま

え
な
が
ら
︑
少
額
か
つ
短
時
間
か
ら

で
も
対
策
が
で
き
る
よ
う
︑
身
の
丈

に
あ
っ
た
策
定
手
順
を
説
明
し
ま
す
︒

▢時

月

日
︵
水
︶
午
後

時
～

19

�
時

▢場
産
業
会
館
第
�
会
議
室

︵
東
陽
�
︱

�
︱

︶
▢人
区
内
に
主

18

た
る
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
の

経
営
者
ま
た
は
従
業
員

人
︵
申
込

20

順
︶
▢費
無
料

▢師
京
盛
眞
信
︵
事

業
継
続
研
究
所
)
・
長
島
孝
善
︵
経

営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
Ｂ

ｉ
ｚ
ａ
ｄ
．ｊ
ｐ
︶

▢申
�
月

日
︵
水
︶
か
ら
電
話
で

15

経
済
課
産
業
振
興
係

☎
(
�
�
�
�
)

�
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℻
(
�
�
�
�
)
�
�
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区
で
は
︑
昨
年


月
に
�
地
点

︵
豊
洲
�
丁
目
︑
亀
戸
�
丁
目
︑
東

陽
�
丁
目
︶
で
一
般
大
気
中
の
ア
ス

ベ
ス
ト
濃
度
を
調
査
し
ま
し
た
︒
結

果
は
豊
洲
︑
亀
戸
︑
東
陽
で
そ
れ
ぞ

れ
�
・
�
�
�
︑
�
・
�
�
�
未
満
︑

�
・
�
�
�
︵
本
／
ℓ
平
均
値
︶
で

し
た
︒

大
気
環
境
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度

に
は
環
境
基
準
は
設
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
︑
Ｗ
Ｈ
Ｏ
︵
世
界
保
健
機
関
︶

に
よ
る
と
世
界
の
都
市
部
の
一
般
環

境
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
は
�
～
10

本
／
ℓ
程
度
で
︑
こ
の
程
度
で
あ
れ

ば
健
康
リ
ス
ク
は
検
出
で
き
な
い
ほ

ど
低
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
区
の
調

査
結
果
は
こ
の
数
値
を
大
き
く
下
回

っ
て
お
り
︑
直
ち
に
問
題
と
な
る
濃

ベ
ラ
ン
ダ
で
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を

通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進

め
る
講
座
で
す
︒
今
年
度
の
第
�
回

目
は
︑
ベ
ラ
ン
ダ
で
バ
ラ
を
楽
し
く

育
て
る
方
法
を
学
び
な
が
ら
︑
参
加

者
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
す
︒

▢時

月
�
日
・

日
・

日
午
後

20

27


時
～
�
時
︵
木
曜
全
�
回
︶
▢場

森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
︵
森
下
�
︱

12

︱

︶
▢人
区
内
在
住
で

歳
以
上

17

16

の
全
回
参
加
で
き
る
方

人︵
抽
選
︶

25

▢費
�
︑
�
�
�
円
︵
材
料
費
等
︶

▢内
バ
ラ
の
基
礎
知
識
と
育
て
方
︑

活
用
方
法
︑
ベ
ラ
ン
ダ
栽
培
の
コ
ツ

等
※
バ
ラ
の
苗
や
ポ
ッ
ト
︑
土
等
を

お
持
ち
帰
り
頂
き
ま
す

▢師
有
島
薫

︵
日
本
橋
三
越
本
店
チ
ェ
ル
シ
ー
ガ

ー
デ
ン
ロ
ー
ズ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
︶

▢保
�
歳
�
か
月
～
就
学
前
児
童

︵
無
料
︑
申
込
時
要
予
約
︶
▢締
�
月

日
︵
火
︶
消
印
有
効

21▢申
往
復
は
が
き
に
①
氏
名
・
ふ
り

が
な
②
年
齢
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤

一
時
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
︑
こ

ど
も
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
性
別
・

生
年
月
日
を
記
入
し
︑
〒

︱

区

135

8383

役
所
管
理
課
Ｃ
Ｉ
Ｇ
推
進
係
へ
※
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
で
き
ま
す

☎
(
�
�
�
�
)

�
�



度
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
︒

区
で
は
︑
今
後
も
推
移
を
み
る
た

め
︑
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
調
査
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
︒

▢問
環
境
保
全
課
調
査
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

連
続
講
座
﹁
お
と
な
の
た
め
の
環

境
学
習
﹂
で
は
︑
ご
み
処
理
施
設
や

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
︑
環
境
学
習
施
設

の
見
学
︑
区
内
の
ビ
オ
ト
ー
プ
な
ど

身
近
に
広
が
る
自
然
を
訪
ね
ま
す
︒

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
環
境
や
自
分
の

暮
ら
し
を
見
つ
め
︑
肌
で
感
じ
て
︑

改
め
て
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
学
び
な
お
し

て
み
ま
せ
ん
か
︒
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
※
講
座
終
了

後
は
こ
ど
も
た
ち
の
環
境
学
習
に
携

わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹁
エ
コ
サ
ポ
ー

タ
ー
﹂
に
登
録
で
き
ま
す
︒
関
心
が

あ
る
方
は
ま
ず
本
講
座
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
︒

▢時

月

日
︵
土
︶
午
前


時
～

15

午
後
�
時
半
︑

月

日
︵
土
︶︑
�

22

月
�
日
︵
土
)・

日
︵
土
︶
午
後
�

15

時
半
～
�
時
半
︵
全
�
回
︶
▢場
え

こ
っ
く
る
江
東︵
潮
見
�
︱

︱

�
︶︑

29

区
内
ビ
オ
ト
ー
プ
ほ
か

▢人

歳
以

18

上
の
方

人
︵
申
込
順
︶
▢費
�
︑
�

20

�
�
円
程
度
︵
交
通
費
等
︶

▢申
�
月

日
︵
水
︶
か
ら
電
話
で

15

え
こ
っ
く
る
江
東
※
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▢
h
ttp
:/
/
w
w
w
.e
k
o
k
k
u
ru
-

HPk
o
to
.jp
/

～
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ゆ
く
え
～

④メーカーに出荷され、
衣類やプラスチック製
品に生まれ変わる

③リサイクル事業者の工場で、選別・粉砕・
洗浄・乾燥などの工程を経て再生原料(＝フ
レーク)にする

②江東区リサイクルパ
ークで異物を取り除き、
ペットボトルを圧縮・
梱包して塊(＝ベール)
にする

①集積所に出されたペ
ットボトルを回収

フレーク ペットボトル粉砕機 ベール

コンテナへ 軽くすすいで、軽くつぶして キャップとラベルをはずして

ペットボトルの出し方

ちょいエコ博士の
One Point①

日本初！B(ボトル)toB
(ボトル)の技術
近年、国内で初めてペット
ボトルからペットボトルへと
再生する技術(BtoBと略す)
が構築され、ペットボトル原
料に使用する石油資源とCO2
排出量を大幅に削減すること
が可能になりました。

ちょいエコ博士の
One Point②

リサイクルは最初が肝心

質の高いリサイクルの実現には皆さんの分別が
大事です。左上の図を参考に、ご協力お願いします。
①ペットボトルのキャップとラベルは材質が異な
るため、混ざるとリサイクル製品に影響が出ます。
それぞれ外して｢容器包装プラスチックの日｣に出
しましょう。
②本体は中をすすいで、つぶしてから｢資源の日｣
のペットボトル用のコンテナに出してくださいね！

東
京
都
知
事
選
挙
の
投
票
日
は
�
月
�
日
(日
)﹇
投
票
時
間
﹈

午
前
�
時
～
午
後
�
時

詳
細
は
�
月

日
号
に
掲
載
予
定
で
す
︒

▢問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
(
�
	


�
)
�

�
�

21

2／2(日)〜
2／8(土)
8：30〜
20：00

江東区役所
以外

森下文化センター
富岡区民館
豊洲区民館
亀戸文化センター
総合区民センター
砂町区民館

1／24(金)〜
2／8(土)
8：30〜
20：00

江東区役所

期日前投票
期 間場 所

平成26年(2014年)�月11日江東区役所〒135-8383 東陽 4−11−28☎ 3647−9111(代)

凡

例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

1／19(日)9：00〜16：00、区役所本庁舎で窓口業務を行います。取り扱い業務の詳細については、各担当窓口にご確認ください。
毎週水曜、区役所本庁舎の窓口時間を午後7時まで延長しています。取り扱い業務の詳細については各担当窓口へご確認ください。

う
ち
の
子
は
小
学
校
の
時
か
ら

Ａ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
姉
妹
の
よ
う
に

つ
き
あ
っ
て
き
た
︒
そ
れ
な
の
に
︑

夏
休
み
以
来
︑
話
を
し
て
い
な
い

よ
う
だ
︒
グ
ル
ー
プ
か
ら
も
離
れ

た
ら
し
い
︒
夫
は
﹁
い
ろ
ん
な
子

と
つ
き
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
ぞ
﹂

と
軽
く
言
う
が
﹁
無
視
﹂
の
文
字

が
頭
を
か
す
め
る
︒

中
学
校
時
代
の
交
友
関
係

小
学
校
時
代
の
交
友
関
係
は
︑

同
級
生
を
中
心
と
し
た
狭
い
世
界

で
培
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
︑
親
も

理
解
し
や
す
い
も
の
で
す
︒

こ
れ
が
︑
中
学
校
に
な
る
と
変

化
し
ま
す
︒
趣
味
や
興
味
が
同
じ

者
た
ち
だ
け
で
特
別
に
親
し
く
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
︒
関
係
が
安

定
し
て
い
る
場
合
は
い
い
の
で
す

が
︑
そ
れ
ま
で
親
し
く
し
て
い
た

者
同
士
で
も
︑
な
に
げ
な
い
一
言

や
態
度
を
き
っ
か
け
に
︑
自
分
た

ち
の
価
値
と
異
な
る
と
︑
無
視
や

仲
間
は
ず
れ
の
対
象
と
な
り
︑
関

係
が
壊
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

﹁
無
視
﹂
は
﹁
い
じ
め
﹂

気
に
入
ら
な
い
相
手
に
対
し
て
︑

グ
ル
ー
プ
で
意
図
的
に
﹁
無
視
﹂

し
仲
間
は
ず
れ
に
す
る
よ
う
な
場

合
︑
そ
れ
は
﹁
い
じ
め
﹂
で
す
︒

﹁
無
視
﹂
し
て
い
る
側
の
こ
ど

も
た
ち
は
︑﹁
い
じ
め
﹂
て
い
る

と
い
う
意
識
は
低
く
︑
違
い
に
敏

感
な
こ
と
で
自
分
た
ち
の
価
値
を

確
認
し
あ
っ
て
い
る
よ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
︒
し
か
し
︑﹁
無

視
﹂
さ
れ
た
本
人
に
と
っ
て
は
深

刻
な
問
題
で
︑
こ
ん
な
に
辛
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

こ
ど
も
の
世
界
を
つ
か
む

そ
ん
な
と
き
は
こ
ん
な
こ
と
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
︒

○
こ
ど
も
の
行
動
の
変
化
に
気
を

配
り
︑
自
分
の
趣
味
や
嗜
好
と

異
な
る
友
達
に
合
わ
せ
よ
う
と

無
理
を
し
て
い
な
い
か
︒

○
携
帯
や
ス
マ
ホ
な
ど
の
友
達
か

ら
の
連
絡
に
神
経
を
と
が
ら
せ

て
い
な
い
か

○
日
ご
ろ
か
ら
担
任
の
先
生
や
部

活
顧
問
の
先
生
と
情
報
を
交
換

○
一
緒
に
い
る
こ
と
が
つ
ら
い
集

団
で
も
本
人
が
離
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
は
そ
の
気
持
ち

を
わ
か
っ
て
あ
げ
て
お
く

中
学
生
に
な
る
と
︑
こ
ど
も
は

学
校
で
の
こ
と
を
あ
ま
り
話
さ
な

く
な
り
ま
す
︒
親
に
と
っ
て
︑
こ

ど
も
同
士
の
世
界
を
理
解
す
る
こ

と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑

我
が
子
が
強
い
ス
ト
レ
ス
に
耐
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
ま

す
︒
痛
み
を
伴
う
成
長
期
に
あ
る

こ
と
を
忘
れ
ず
︑
こ
ど
も
の
発
す

る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
敏
感
で
い
た
い
も
の

で
す
︒

▢問
庶
務
課
社
会
教
育
担
当

☎
(
�
�
�
�
)


�
�
�

▲出演者｢江東相撲甚句会｣

江
戸
時
代
か
ら
相
撲
に
縁
深
い
深

川
︒
独
特
の
節
回
し
で
唄
う
相
撲
甚

句
は
相
撲
を
彩
る
囃
子
歌
と
し
て
現

代
ま
で
唄
い
継
が
れ
て
き
ま
し
た
︒

ま
た
︑
横
綱
や
大
関
な
ど
の
力
士
や

地
方
巡
業
の
地
の
名
所
な
ど
を
唄
っ

た
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ

り
ま
す
︒
今
回
は
伝
統
的
な
相
撲
甚

句
か
ら
︑
現
代
の
新
し
い
甚
句
ま
で

ご
紹
介
し
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
土
︶
①
午
後
�
時

18

半
～

時
②
午
後

時
半
～
�
時

▢場
深
川
江
戸
資
料
館
常
設
展
示
室

火
の
見
櫓
下

▢費
大
人
�
�
�
円
︑

小
中
学
生

円
︵
観
覧
料
︶
※
小
中

50

学
生
は
保
護
者
同
伴
︵
同
伴
で
き
な

い
場
合
は
お
電
話
く
だ
さ
い
︶﹇
出

演
﹈江
東
相
撲
甚
句
会

▢申
当
日
直

接
会
場
へ

▢問
深
川
江
戸
資
料
館

☎
(
�
�
�
�
)
�
�

�

﹁
朝
食
を
食
べ
る
と
良
い
﹂﹁
夜
食

が
太
り
や
す
い
﹂﹁
夜
更
か
し
は
体

に
悪
い
﹂
な
ど
の
科
学
的
根
拠
が
時

間
栄
養
学
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て

き
ま
し
た
︒
同
じ
食
べ
物
で
も
食
べ

方
で
体
に
与
え
る
影
響
が
違
っ
て
く

る
な
ど
︑
代
謝
の
し
く
み
を
時
間
栄

養
学
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
︒

﹁
何
を
︑
ど
れ
だ
け
食
べ
る
か
﹂
だ

け
で
な
く
﹁
い
つ
︑
ど
の
よ
う
に
食

べ
る
か
﹂
に
注
目
し
た
最
新
栄
養
学

を
学
ん
で
活
用
し
ま
し
ょ
う
︒
ま
た
︑

先
着

人
に
管
理
栄
養
士
に
よ
る
�

40

分
間
栄
養
相
談
を
実
施
し
ま
す
︒

︵
当
日
会
場
入
口
で
整
理
券
配
布
︶

お
気
軽
に
ご
相
談
・
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
︒

▢時
�
月

日
︵
金
︶
午
後
�
時
半

31

受
付
開
始﹇
講
演
﹈午
後

時
～
�
時

半﹇
栄
養
相
談
﹈午
後
�
時
半
～
�
時

半

▢場
教
育
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

︵
東
陽

︱

�
︱

�
︶
▢人
�
�
�
人

︵
申
込
順
︶
▢費
無
料

▢師
蒲
池
桂

子
︵
女
子
栄
養
大
学
栄
養
ク
リ
ニ
ッ

ク
教
授
︶
▢締
�
月

日
︵
火
︶

28

▢申
�
月

日
︵
水
︶
か
ら
電
話
︑

15

窓
口
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
①
氏
名
②

電
話
番
号
を
記
入
し
︑
保
健
所
健
康

推
進
課
栄
養
指
導
担
当
へ

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▢時
�
月

日
︵
金
︶
～

日
︵
木
︶

24

30

午
前
�
時
半
～
午
後
�
時

分
※
土

15

・
日
曜
除
く
︵
一
部
の
展
示
物
は
午

後
�
時
か
ら
展
示
︶

▢場
区
役
所

階
区
民
ホ
ー
ル

▢申

当
日
直
接
会
場
へ

▢問
学
務
課
給
食
保
健
係

☎
(
�
�
�
�
)


�
�
�

要
予
約
︶
▢締
�
月

日
︵
水
︶
必
着

29

▢申
�
月

日
︵
水
︶
か
ら
電
話
︑

15

窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑
フ
ァ

ク
ス
︑
は
が
き
に
①
講
座
名
②
氏
名

・
フ
リ
ガ
ナ
③
生
ま
れ
年
④
性
別
⑤

郵
便
番
号
・
住
所
⑥
電
話
番
号
⑦
℻

番
号
⑧
保
育
希
望
の
有
無
︵
希
望
の

場
合
は
①
お
子
さ
ん
の
氏
名
・
フ
リ

ガ
ナ
②
生
年
月
日
③
性
別
④
さ
く
ら

ん
ぼ
保
育
室
利
用
経
験
の
有
無
︶
を

記
入
し
︑
〒

︱

扇
橋
�
︱

︱

135

0011

22


パ
ル
シ
テ
ィ
江
東
内
男
女
共
同
参

画
推
進
セ
ン
タ
ー
へ

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

い
︶﹇
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
後
の
練
習
﹈

初
回
は
�
月

日
︵
土
︶
以
降
月
�

10

回
程
度
土
曜
午
後
�
時
～
�
時
半

▢申
説
明
会
は
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う

に
電
話
ま
た
は
窓
口
で
︒
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
み
の
場
合
は
専
用
の
申
込

用
紙
に
記
入
し
︑
�
月

日
︵
土
︶

25

︵
必
着
︶
ま
で
に
〒

︱

住
吉


135

0002

︱

︱

テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
﹁
テ

28

36

ィ
ア
ラ
Ｊ
Ｏ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
係
﹂

に
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
窓
口
で

※
申
込
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
電
話
で
ご
請
求
く
だ
さ
い

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

�
月

日
～

日
は
全
国
学
校
給

24

30

食
週
間
で
す
︒
こ
の
期
間
に
あ
わ
せ

て
第
�
回
食
育
展
を
開
催
し
ま
す
︒

学
校
給
食
の
あ
ゆ
み
や
給
食
風
景
︑

献
立
等
を
展
示
し
ま
す
︒
給
食
が
で

き
る
ま
で
の
様
子
や
区
の
給
食
の
こ

だ
わ
り
を
ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
︑
懐
か
し
さ
と
新
発
見
あ
ふ
れ

る
展
示
会
で
す
︒
こ
の
機
会
に
学
校

給
食
の
長
い
歴
史
を
振
返
る
と
と
も

に
現
在
の
給
食
の
﹁
安
心
・
安
全
﹂

を
実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

メ
ン
バ
ー
を
ま
と
め
る
︑
引
っ
張

る
だ
け
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
︒
自
分
自
身
の
考
え
方
の

タ
イ
プ
を
知
り
︑
ワ
ー
ク
や
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
︑
あ
な
た
な

ら
で
は
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
何

か
を
学
び
ま
す
︒
誰
か
と
比
較
す
る

こ
と
な
く
︑
自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

家
庭
や
職
場
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
︑
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
で
人
を
ま
と
め
て
い
る
︑

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い
る
︑
こ
れ
か

ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
求
め
ら
れ
て

い
る
方
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
︒

▢時

月


日
・

日
︵
日
︶
午
前

16

時
～
正
午

▢場
男
女
共
同
参
画
推

10進
セ
ン
タ
ー

▢人
女
性

人︵
抽
選
︶

30

▢費
無
料

▢師
藤
田
潮
︵
ａ
ｎ
ｄ

Ｃ
ｓ
代
表
︶
▢保
�
歳
�
か
月
～
就

学
前
幼
児

人
程
度︵
無
料
︒申
込
時

10

新
規
団
員
の
た
め
入
団
説
明
会
・

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
︒

レ
ッ
ス
ン
は
江
東
区
芸
術
提
携
団
体

の
東
京
シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
管
弦
楽
団
楽
団
員
が
指
導
し
︑

指
揮
・
音
楽
監
督
に
海
老
原
光
さ
ん
︑

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
飯
守
泰
次
郎

さ
ん
を
迎
え
ま
す
︒

﹇
入
団
説
明
会
﹈
�
月

日
︵
土
︶
午

25

後
�
時
～
�
時
半﹇
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
﹈

月
�
日
︵
土
︶
午
後
�
時
～
�

時

▢場
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う

▢人
小

学
�
年
生
～
高
校

年
生
で
︑
原
則

参
加
希
望
楽
器
の
演
奏
経
験
が
あ
り
︑

楽
器
を
持
参
で
き
る
方
※
江
東
区
外

か
ら
の
参
加
も
可
能

▢費
説
明
会
︑

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
無
料
︑
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
受
講
料
は
半
期
︵
�
～


月
︶


�
︑
�
�
�
円︵
教
材
費
別
途
︶﹇
募

集
楽
器
﹈ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
︑ヴ
ィ
オ
ラ
︑

チ
ェ
ロ
︑
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
︑
オ
ー
ボ

エ
︑
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
︑
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
︑

ホ
ル
ン
︑
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
︑
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
︵
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ


